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4　廃棄について

膜材料（原反）には、ロットNo.がサイドラベルに記載されて
おります。
ロットNo.で品質、出荷管理をいたしておりますので、縫製さ
れた製品には製造番号を付与し、これに使用した膜材料の
ロットNo.を必ず記録、保存してください。
膜材料のロットNo.の記録がない場合、製品に問題が生じて
も膜材料の品質証明を行うことが困難になります。
品質には万全を期しておりますが、万が一問題が生じました
ら、ただちに当社又は販売元に膜材料の品番とロットNo.を
必ず連絡してください。
保管は、高温・多湿を避け、変形するような積み方は避けて
ください。
長期間保管されていた製品は、使用前に物性低下の有無を
確認してください。
サンプルの色相は、出荷時の現物の色相と若干違いのある
場合があります。
本カタログの記載内容は事前の予告なしに変更することが
あります。

ライスター、パフ等の熱融着による接合の際は、臭気が発生
しますので、必ず作業場を換気してください。
高周波ウエルダーで溶着する際は、溶着部分に通電性を
有する物質が付着していると、稀にスパークを起こすことが
ありますので、ウエルダ－バー及び膜材料の溶着部分に
付着物の無い状態で溶着してください。
膜材料が鉄骨等と直接接触する部分には、必ず補強を
してください。
印刷する場合は、印刷性を事前に確認してください。
透光差がありますので、同一縫製品には、同一ロットNo.の
使用をお勧めします。

膜材料及び膜材料縫製品を廃棄される際は、下記の方法で処理
してください。
①　廃棄物処理法、都道府県条例等に従って処理してください。
②　許可を受けた産業廃棄物処理業者に処理を委託してくださ い。

膜材料は、はためくと防水樹脂の亀裂及び剥離が生じ、
防水機能の低下により漏水し、保管物、積載品等を濡らし
ますので、使用時には、はためかないように十分に固定
してください。
膜材料は、使用条件によっては内外温度差等により膜材料
内面に露が発生して、保管物、積載品等を濡らしますので、
綿帆布等の通気性及び吸湿性の良い物を内張材として使用
してください。
トラックシート（平掛シート）の場合は必ず2枚重ねで使用
してください。
縫製品を安全に使用していただくためには、定期的に点検
を実施してください。その際に膜材料の防水樹脂がはがれ
たり、基布が見えたり、破れを発見した場合は、ただちに
膜材料の補修又は交換をしてください。
洗浄する場合は、表面を浸さない柔らかいスポンジ等に
中性洗剤を浸し、拭き取ってください。あとは充分に水洗い、
乾燥してから使用してください。


